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125 敷石住居の出現期の様相

こ
の
種
の
遺
構
が
通
常
の
住
居
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
久
し
く
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
建
物
の
機
能
分
化
が
曖
昧
と
み
ら
れ
る

縄
文
時
代
で
は
建
築
物
全
般
を
広
く
住
居
と
捉
え
、
「
住
居
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
と
く
に
異
論
は
な
い
。
学
史
的
に
み
れ
ば
縄
文
時
代
の
住
居

の
一
形
式
と
し
て
竪
穴
住
居
、
平
地
住
居
、
詞
穴
住
居
と
と
も
に
「
敷
石
住
居
」
が
早
い
段
階
で
区
別
、
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、

柄
部
の
存
在
に
注
目
し
た
「
柄
鏡
形
住
居
」
と
い
う
呼
称
が
登
場
す
る
と
、
そ
の
性
格
や
出
現
経
緯
を
巡
っ
て
村
田
文
夫
氏
、
山
本
暉
久

「
（
柄
鏡
形
）
敷
石
住
居
」
と
換
言
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
で

縄
文
中
期
末
に
出
現
・
普
及
し
た
敷
石
住
居
は
、
柄
鏡
形
で
敷
石
を
付
設
し
た
住
居
形
態
を
典
型
と
し
、
「
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」
と
呼
ば

れ
る
。
し
か
し
地
域
的
に
は
必
ず
し
も
敷
石
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今
日
「
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
址
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
敷

石
住
居
研
究
の
第
一
人
者
、
山
本
暉
久
氏
が
提
唱
し
た
呼
称
名
（
山
本
一
九
八
二
）
で
、
柄
鏡
形
住
居
と
敷
石
と
の
関
係
性
を
捉
え
た
関

東
側
の
認
識
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
甲
信
地
域
（
山
梨
•
長
野
県
域
）
で
は
、
敷
石
住
居
の
出
現
段
階
に
柄

部
が
な
い
事
例
が
あ
り
、
筆
者
は
「
柄
の
な
い
敷
石
住
居
」
と
し
て
注
目
し
た
が
（
櫛
原
二

0
0
四

a
)
、
甲
信
地
域
の
視
点
か
ら
す
れ
ば

ー
は
じ
め
に

敷
石
住
居
の
出
現
期
の
様
相

ー
甲
信
地
域
を
中
心
に
1

櫛

原

功
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氏
ら
を
軸
に
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
た
。
個
々
の
事
例
に
即
し
て
「
柄
鏡
形
住
居
」
「
敷
石
住
届
」
「
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」
と
使
い
分
け
る

の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
総
称
す
る
名
称
も
ま
た
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
語
弊
も
あ
る
が
「
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」
と

し
て
お
く
。

柄
鏡
形
敷
石
住
居
に
関
し
て
は
様
々
な
課
題
が
依
然
と
し
て
内
在
す
る
な
か
で
、
柄
部
・
敷
石
の
出
現
過
程
の
解
明
が
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
甲
信
地
域
各
地
の
中
期
末
の
事
例
を
あ
げ
、
敷
石
住
居
の
発
牛
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
過
程
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
と
り
わ
け
甲
信
地
域
の
視
点
と
し
て
敷
石
と
柄
部
の
出
現
系
譜
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
た

以
前
、
本
橋
恵
美
子
氏
は
「
敷
石
住
居
の
出
自
に
つ
い
て
は
柄
鏡
形
敷
石
住
屈
址
と
は
発
生
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
者
は
中
部

山
地
の
曽
利
式
土
器
圏
に
、
後
者
は
加
曽
利
E
式
土
器
分
布
圏
に
存
在
す
る
仕
居
形
態
」
で
、
「
敷
石
住
居
址
は
曽
利
II
式
段
階
に
竪
穴
住

居
内
の
部
分
敷
石
と
し
て
発
生
し
、
柄
鋭
形
住
居
址
は
加
曽
利
E
3
式
新
段
階
に
柄
鏡
形
敷
石
住
居
址
と
し
て
成
立
す
る
可
能
性
が
高

要
」
と
述
べ
た

（
本
橋
一
九
九
五
）
、
そ
れ
に
対
し
山
本
暉
久
氏
は
「
よ
り
説
得
力
あ
る
説
明
と
資
料
の
提
示
が
必

（
山
本
一
九
九
九
）
。
そ
の
後
、
筆
者
が
山
梨
県
肉
の
柄
の
な
い
敷
石
住
居
の
事
例
を
提
示
す
る
と
、
山
本
氏
は
敷
石
が

「
中
期
終
末
期
よ
り
古
い
段
階
に
成
立
し
て
い
た
」
と
し
、
「
住
居
内
敷
石
付
設
は
中
部
高
地
、
も
っ
と
地
域
を
絞
る
な
ら
、
（
中
略
）
相
模

川
最
上
流
域
、
山
梨
県
東
部
の
曽
利
式
後
半
段
階
に
起
源
し
た
も
の
と
理
解
で
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
す
る
見
解
を
示
し
つ
つ
、
「
本

当
に
柄
部
、
す
な
わ
ち
張
出
部
が
な
い
の
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
と
と
も
に
、
「
よ
り
細
か
な
時
期
対
比
」
の
必
要
性
を
説
い

た
（
山
本
一
―

0
0
八
）
。
山
本
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
柄
部
の
有
無
に
関
し
て
は
、
本
来
存
在
し
た
も
の
が
欠
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
時
期
対
比
と
は
、
甲
信
地
域
で
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
曽
利
式
と
加
曽
利
E
式
土
器
編
年
と
の
併
行
関
係
を
指
す
も

の
と
い
え
、
土
器
型
式
の
時
期
認
定
如
何
で
遺
構
の
時
期
認
定
が
大
ぎ
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
で
確
か
な
七
器
編
年
の
整
備
が

い
」
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
た
が

し‘

゜
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柄
部
と
主
体
部
の
間
に
は
、
狭
い
間
隔
で
一
一
本
の
柱
穴
（
対
ピ
ッ
ト
）
が
配
置
さ
れ
る
。

出
現
期
の
中
期
末
に
は
、
柄
部
に
長
方
形
の
石
組
（
配
石
）
や
土
坑
を
も
つ
例
が
あ
る
。
埋
甕
埋
設

の
場
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
類
し
た
性
格
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
六
）
柄
部
の
石
組
遺
構
の
存
在

（
五
）
連
結
部
に
お
け
る
対
ピ
ッ
ト
の
存
在

ら
せ
た
壁
杵
穴
へ
と
変
化
す
る
。

（
四
）
主
柱
穴
か
ら
壁
柱
穴
へ
の
変
化

で
き
な
い
事
例
も
多
く
、
平
地
式
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
。

（
三
）
平
地
式
ま
た
は
浅
い
竪
穴
ヘ

成
立
し
た
と
考
え
る
が

（
本
橋
一
九
九
五
ほ
か
）
。

（
二
）
柄
部
の
付
設

柄
鏡
形
住
居
は
柄
部
の
什
在
を
最
大
の
特
徴
と
し
、
山
本
氏
は
埋
甕
埋
設
の
た
め
の
小
張
出
が
発
達
し
て
柄
部
が

（
山
本
一
九
七
六
）
、
発
展
過
程
に
お
け
る
中
間
形
態
が
な
い
こ
と
か
ら
異
論
が
あ
る

中
期
後
半
に
竪
穴
が
浅
く
な
る
現
象
が
あ
り
、
と
く
に
敷
石
住
居
で
は
竪
穴
の
掘
り
込
み
を
検
出

中
期
後
半
で
の
四
＼
五
本
主
柱
を
基
本
形
と
し
た
柱
穴
配
置
か
ら
、
壁
際
に
多
数
の
柱
穴
を
巡

が
多
い

（
石
井
一
九
九
八
•
佐
野
二
0
0
^
一
一
ほ
か
）
。

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
出
土
土
器
か
ら
時
期
認
定
を
行
う
難
し
さ
が
遺
構
研
究
に
は
常
に
伴
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
革
新
性

甲
信
地
域
で
縄
文
中
期
末
に
出
現
、
普
及
す
る
柄
鏡
形
敷
石
住
届
の
特
徴
と
し
て
、
中
期
後
半
の
竪
穴
住
居
と
比
較
す
る
と
、
住
居
の

構
造
・
立
地
上
の
変
化
に
つ
い
て
以
下
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
-
）
敷
石
の
敷
設

II 

縄
文
中
期
末
ま
で
に
敷
石
が
出
現
す
る
。
山
本
氏
は
敷
石
の
起
源
を
中
期
後
半
の
石
壇
・
石
柱
や
炉
周
辺
の
部
分

的
な
敷
石
に
求
め
る
が
（
由
本
一
九
七
六
）
、
敷
石
出
現
は
突
発
的
で
、
石
壇
•
石
杵
か
ら
の
漸
移
的
な
発
展
形
態
で
は
な
い
と
す
る
見
解



128 

る。
+
-
)
出
入
口
部
の
埋
甕

中
期
後
半
の
竪
穴
仕
居
で
は
奥
壁
寄
り
に
あ
っ
た
石
囲
炉
が
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
で
は
次
第
に
中
央
も
し
く

は
や
や
手
前
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
屋
根
の
煙
出
し
の
位
置
が
次
第
に
中
心
に
寄
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
上
屋
構
造
の
変
化
を

伴
う
と
み
ら
れ
る
。

（
八
）
縁
石
、
周
礫
帯
の
存
在

し
た
事
例
（
周
礫
謳
巾
）
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
壁
構
造
も
し
く
は
壁
の
基
礎
構
築
に
関
わ
る
と
み
る
見
解
（
末
木
二

0
0
六
ほ
か
）
、
廃
屋

儀
礼
に
伴
う
行
為
と
す
る
説
が
あ
る
（
山
本
一

1
0
0
1
―
)
。
ま
た
縁
石
、
周
礫
瞥
の
出
現
と
代
わ
る
よ
う
に
柄
鏡
形
敷
石
住
居
で
は
周
溝
を

欠
失
す
る
。

中
期
後
半
で
は
竪
穴
住
居
は
台
地
面
上
に
集
落
を
構
え
る
の
が
普
通
だ
が
、
中
期
末
以
降
は
台
地
縁
辺
や
谷
部
な

ど
へ
の
立
地
例
が
増
え
る
。
植
物
利
用
な
ど
生
業
と
屈
住
域
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る

中
期
後
半
の
竪
穴
住
肘
で
は
南
向
き
を
基
本
と
し
、
方
位
を
意
識
し
た
構
槃
と
み
ら
れ
る
が
、
柄
鏡
形
住
居

の
主
軸
方
向
は
傾
斜
面
下
方
を
向
き
、
方
位
を
無
視
し
た
事
例
が
あ
る
。
立
地
の
変
化
と
と
も
に
柄
鏡
形
住
居
の
掘
り
込
み
面
が
浅
く
な

る
こ
と
か
ら
、
雨
水
浸
入
に
対
す
る
対
策
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
方
位
へ
の
應
識
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
の
世
界
観
を
変
え
る
現
象

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
住
居
、
集
落
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
点
が
変
化
を
み
せ
る
こ
と
か
ら
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
期
を
も
っ
て
伝
統
的
な

竪
穴
住
居
を
伴
う
居
住
形
態
の
転
換
期
と
捉
え
ら
れ
る
一
方
で
、
中
期
後
半
の
竪
穴
住
居
の
構
成
要
素
を
継
承
す
る
点
と
し
て
以
下
が
あ

柄
鏡
形
敷
石
住
居
で
は
連
結
部
や
柄
部
、
柄
部
先
端
に
埋
甕
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
期
後
半

の
出
入
口
部
に
お
け
る
埋
甕
祭
祀
を
継
承
、
発
展
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
山
本
一
九
七
六
）
。
た
だ
し
後
期
に
入
る
と
埋
甕
は
甲
信
地
域

(
+
）
主
軸
方
向
の
変
化

九
）
立
地
の
変
化

（
七
）
炉
の
位
置
の
変
化

主
体
部
壁
際
に
柱
穴
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
礫
を
並
べ

（
櫛
原
一
九
九
九
ほ
か
）
。

縁
石
）
、
あ
る
い
は
多
数
の
小
礫
を
帯
状
に
配
置
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(
+
―
-
）
炉
形
態

中
期
後
半
の
方
形
石
囲
炉
の
伝
統
は
後
期
前
半
以
降
も
引
き
継
が
れ
る
。
ま
た
敷
石
住
居
出
現
期
に
は
、
奥
壁
寄
り

に
炉
が
設
け
る
例
が
多
く
、
中
期
後
半
の
竪
穴
住
居
に
お
け
る
炉
の
位
置
を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
十
三
）
主
体
部
の
平
面
プ
ラ
ン

中
期
末
の
柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
段
階
で
は
、
中
期
後
半
の
竪
穴
住
居
の
平
面
プ
ラ
ン
や
主
柱
穴

柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
竪
穴
住
居
に
敷
石
を
敷
設
す
る
か
た
ち
で
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
竪

穴
住
居
の
柱
配
置
、
上
屋
構
造
な
ど
の
構
成
要
素
を
継
承
し
つ
つ
、
出
入
口
で
あ
る
柄
部
構
造
を
伴
う
新
た
な
上
屋
構
造
の
波
及
に
よ
り
、

竪
穴
住
居
の
構
造
や
立
地
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
観
点
に
よ
り
甲
信
地
域
の

縄
文
中
期
末
の
柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
期
の
様
相
を
検
討
す
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
現
状
で
は
最
も
的
確
に
整
理
さ
れ
た
成
果
と

し
て
山
本
氏
(
―

1
0
0
1
―
・
ニ

0
1
0
)
お
よ
び
石
井
寛
氏
(
-
九
九
八
）

の
先
行
研
究
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
甲
信
地
域
で
は
浅

間
山
麓
の
様
相
に
つ
い
て
の
本
橋
氏
(
―

1
0
0
0
・ニ

0
0
三
）
、
屋
代
遺
跡
群
お
よ
び
千
曲
川
水
系
、
犀
JI
水
系
、
諏
訪
盆
地
の
様
相
に

関
し
て
は
水
沢
教
子
氏
（
二

0
0
二
）
、
山
梨
県
の
様
相
を
整
理
し
た
笠
原
み
ゆ
き
氏
(
-
九
九
九
・
ニ

0
O
I

)

の
成
果
な
ど
、
各
地
で

柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
過
程
に
関
す
る
分
析
で
は
、
こ
れ
ま
で
時
間
的
な
扱
い
が
粗
か
っ
た
点
は
否
め
な
い
。
本
稿
で
は
中
期
末
の

事
例
を
扱
い
、
称
名
寺
式
期
以
降
の
後
期
柄
鏡
形
敷
石
住
居
は
対
象
外
と
す
る
が
、
甲
信
地
域
の
中
期
後
半
か
ら
後
期
初
頭
の
土
器
絹
年

に
つ
い
て
、
現
在
最
も
詳
細
と
も
い
わ
れ
る
多
摩
地
域
を
中
心
に
設
定
さ
れ
た
新
地
平
編
年
を
用
い
、
加
曽
利
E
式
、
曽
利
式
土
器
編
年

の
併
行
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
措
定
す
る
（
小
林
・
中
山
・
黒
尾
―

1
0
0
四
、
櫛
原
二

0
0
八）。

新
地
平
十
二

a
期
（
加
曽
利
E
3
古
、
曽
利
皿

b
)
、
+
＝
-
b
古
期
（
加
曽
利
E
3
中
・
曽
利

w
a
)
、
十
二

b
新
期
（
加
曽
利
E
3
中、

の
地
域
的
研
究
が
あ
る
。

構
造
の
柱
穴
配
置
を
留
め
る
事
例
が
あ
る
（
櫛
原
一
九
九
五
）
。

で
は
減
少
、
消
滅
す
る
。
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曽
利
w
b
)
、
十
二

c
期
（
加
曽
利
E
3
新
、
曽
利
v
a
)
、
十
三

a
期
（
加
曽
利
E
4
古
、
曽
利
v
b
)
、
+
―
―

-
b
期
（
加
曽
利
E
4
新、

本
稿
で
は
、
柄
鏡
と
敷
石
の
成
立
を
別
系
譜
と
捉
え
、
両
者
が
一
体
化
し
て
柄
鏡
形
敷
石
住
居
が
出
現
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
が
、

炉
が
奥
壁
寄
り
に
あ
り
、
主
柱
穴
配
置
を
留
め
る
竪
穴
を
伴
う
敷
石
住
居
を
「
竪
穴
系
敷
石
住
居
」
（
竪
穴
系
）
と
呼
称
し
、
中
期
後
半
の

竪
穴
住
居
に
敷
石
を
敷
設
し
た
竪
穴
系
譜
の
敷
石
住
居
と
し
て
理
解
す
る
。
ま
た
柄
部
が
付
設
さ
れ
た
敷
石
住
居
を
「
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」

（
柄
鏡
形
）
、
柄
部
を
伴
わ
な
い
敷
石
住
居
（
柄
の
な
い
敷
石
住
居
）
を
「
非
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」
（
非
柄
鏡
形
）
と
す
る
。

各
地
域
の
様
相

(
-
）
長
野
県
域
（
図
二

S
四）

北
信
・
東
信
地
域
に
あ
た
る
千
曲
川
水
系
の
上
・
中
流
域
に
は
柄
鏡
形
敷
石
住
居
の
出
現
期
の
事
例
が
多
く
知
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
地

域
で
は
事
例
が
少
な
い
。
と
く
に
諏
訪
湖
盆
地
以
南
、
南
信
地
域
の
天
竜
川
、
木
曽
川
流
域
（
伊
那
谷
、
木
曽
谷
地
域
）

柱
遺
構
の
集
中
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
敷
石
住
居
発
生
へ
の
系
譜
性
を
見
出
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

で
は
石
壇
•
石

屋
代
遺
跡
群
（
千
曲
市
）
は
、
千
曲
川
に
近
い
沖
積
面
の
地
下
四

m
に
埋
没
し
た
中
期
後
半
を
主
と
し
た
集
落
遺
跡
で
、
柄
鏡
形
敷
石

住
居
の
変
遷
過
程
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
（
水
沢
ほ
か
―

1
0
0
0
、
水
沢
―

1
0
0
1
:
)
。
出
現
期
に
あ
た
る
十
―

-
b
新
期
に
柄
鏡
形
・
非
柄

鏡
形
の
両
者
が
併
存
す
る
。
非
柄
鏡
形
の

S
B

五
三
一
八
は
径
三
•
―
-
m
の
北
東
向
き
円
形
敷
石
住
居
で
、
奥
壁
寄
り
に
方
形
石
囲
炉
が

あ
り
、
そ
の
周
囲
に
部
分
敷
石
を
敷
設
す
る
。
柄
鏡
形
敷
石
住
居
の

S
B
五
三
二
五
は
長
さ
四
・
―

-
m
の
有
段
式
、
楕
円
形
主
体
部
中
央

に
方
形
石
囲
炉
を
中
心
と
す
る
敷
石
が
あ
り
、
柱
穴
は
四
隅
の
壁
柱
穴
の
ほ
か
対
ピ
ッ
ト
が
あ
る
。

S
B
五
三
三
六
は
東
向
ぎ
で
、
長
さ

m
 

曽
利

v
c
て
十
四

a
期
（
称
名
寺
I
古）
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す
。
十
三

a
期
は
い
ず
れ
も
柄
鏡
形
敷
石
住
居
で
、

S
B
五
三
一

九
は
長
さ
四
・

三

m
の
方
形
プ
ラ
ン
内
に
方
形
に
周
礫
を
並
べ

、
炉
は

中
央
手
前
に
方
形
石
囲
炉
が
あ
る
。
S
B
五
三
二
四
は
長
さ
四

・
七

m
の
逆
五
角
形
主
体
部
の
左
側
に
柄
部
が
あ
り
、
周
礫
を
有
し
、
ほ

ほ
中
央
に
方
形
石
囲
炉
が
あ
る
。
S
B
五
三
三
七
は
南
東
向
き
で
、
長
さ
五

・
ニ

m
の
隅
丸
方
形
主
体
部
に
方
形
の
周
礫
、
部
分
敷
石
を

囲
炉
が
あ
り
、
壁
柱
穴
と
対
ピ
ッ

ト
を
配

径
五
ー
六

m
の
円
形
主
体
部
中
央
に
方
形
石

部
を
も
つ
。

S
B
五
三
三
八
は
南
向
き
で
、

の
S
B
五
三
ニ
―

は
逆
五
角
形
主
体
部
に
柄

た
は
部
分
敷
石
が
あ
る
。
柄
鏡
形
敷
石
住
居

で
、
中
央
に
方
形
石
囲
炉
、
壁
際
に
縁
石
ま

き
、
径
三

m
の
非
柄
鏡
形
の
円
形
敷
石
住
居

ニ
C

期
で
は
、

S
B
五
三
一

七
は
南
東
向

れ
る
柱
穴
が
巡
り
、
対
ピ
ッ

ト
を
も
つ
。

十

に
埋
甕
炉
を
も
ち
、
壁
際
に
壁
柱
穴
と
み
ら

の
南
西
向
き
柄
鏡
形
住
居
で
、
主
体
部
中
央

あ
る
。
そ
の
ほ
か

S
B
六
七

0
二
は
非
敷
石

形
石
囲
炉
、
四
隅
の
壁
柱
穴
、
対
ピ
ッ

ト
が

側
に
部
分
的
に
敷
石
を
敷
設
し
、
中
央
に
方

三

・
八

m
の
有
段
式
、
楕
円
形
主
体
部
の
内

100km 

図1 甲信地域の遺跡分布図
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ッ
ト
を
も
つ
。

一
・
八

m
、

八
丁
地
川

の

ど
め
る
。

九
九

0
)
は
八
ヶ

―
―
•
五m

て
い
る

1
0
0
1
1
)
0
 

し
て
幅
田
遺
跡

ラ
ン
を
も
つ
も
の
で
、
水
沢
氏
は の

、
中
央
の
方

の
の
扇

は
出
入

四
隅
の
柱
穴
内

ッ
ト
を
も
つ
。

に
関
し
て
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の
ピ
ッ

敷石住居の出現期の様相

で

に
は
中

つ
。
柱
穴
は
敷

ッ

の
久
能
沢
川
に

の
柄
鏡
形
住
居
で
、

で
対
ピ
ッ
ト
を
伴
う
。

十

（
前
出
）

J
八
号
住
が
あ
る
。

も
つ
。

一
辺

一
・
七

m
の
方
形
敷
石
が
あ
る
。

ッ
ト
を

の
凹
地
状
地
形
に
あ
り
、

万

m
の
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十
的
に
み

ラ
ン
で
、

る。

（
櫛
原
二

0
0
四

っ
て
い
な
い
。

し‘

-m
の

一
・
五

m
の

ラ
ン
、

号
住
は
径
四

m
の
円
形
プ

で、

し‘

＜ 
っ
か

て
い

し＼

の
小
張
出
を
も
つ
。
こ

に
つ

十

の
前
遺
跡
（
西
桂
町
、

桂
川
・
多
摩
川
水
系
は
西
・
南
関
東
と
直
結
す
る
。

の
桂
川
（
相
模
川
）

四
S
六

に
し
た
と
い

五
m
の

の
八
ヶ る。

の

か
一
九
九
三
）

二
号
住
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
桂
川

ツ
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0
0
万
）
は
、

の

の
遺
跡
で
、

の
間

て
い
る
。
-]、
,
1
 

っ

つ。

み
ら
れ
る

に
一

X
0
•

六
m
の

に
あ
り
、

う
ち
一
・

の

が
あ
る
。

の
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上

柄
部
に
は
長
さ

O・

七
m
の

つ

つ
。
原
・
郷
原

、
主
体
部
に
は
縁
石
が
巡
り
、
さ
ら

は
0

・
七
X
0
•
五
m

八

m
の
円
形
主
体
部
に
短
い

向
き

つ

る。

つ。

の
礫
を
配
し
、
両
脇
に
て
し‘

の
緩
や
か
な
南
西
傾
斜
の

向
き
の

―
二
号
住
は
径
五

m
の

つ
。
全
面

m
の

ラ
ン

み
ら
れ
る
。

る
。
中
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は し

の N 

―-、 ヽ
ヽ

ヽ

.
―
二
）
、
十
二

c

二
例 五

•
五
三
―
―
―
六

で、

じ
•
五
三
一゜ つ。

五
三
三
六
•
五

し

m
X
0
•

五
m

に

あ
る
。

も
ち
、

は
縁
石
を
巡
ら
し
、

（
上
野
原
市
、

一
・
九

m
の

―-m
の
円
形

二
0
0
0
)

の
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し‘

そ

つ
も
の
で
あ
り
、

の

の

立
つ
。 十

―
一
例
中
七
例
で
、

っ て
い
る
。

の

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

域
に
定
着
、

¥、、J
 

I
 

O
 ・―――-、

0
、

}¥ 

五
三
三
七
、

と
な
る
。
十
二

0
、

一
の
沢
一
、
原
・
郷
原
、

二
二
、

九

0
、
大
月
一
一
、

-）、

―-a 

は

十
二

b
新
期
に
は

ニ
ニ
―
-
）
、
+
―
―

-
b

・
ニ
・
七
・
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こ
と
が
わ
か
る
。

の

の の
向
き
に
合
わ
せ
た
住
居

い
え
る
。
ま

い
え
る
。

十

る。

+＝
-a 
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